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北栃木 ・南福 島の 豪雨災害
8月26日から 31日にかけて、栃木県
北部から福島県南部を中心に総雨量
1, 、 1時間当たり最大雨量 （那
須町）という記録的な豪雨が 降り、各
地で河川の氾濫、 山崩れなどによる災
害が発生しました。 この豪雨は停滞し
ていた梅雨前線が台風 4号の北上に伴
い刺激されて大雨をもたらしたもので
す。栃木県内の被害は死者5 名、行方
不明 2名、床上 ・床下浸水約3,000棟、
また、福島県では死者11名、家屋の全
半壊80棟、床上 ・床下浸水3,753棟の被
害が発生しました。
栃木県北部では那 珂川上流の余笹川
沿いの那須町、黒磯町、黒羽町で河川の
氾濫や洪水流に よる橋や家屋の流失に
よる被害が出たほか、鉄道や国道 4号、
東北自動車道などで交通が遮 断されま
した。余笹川沿いの低平地では、主に河
流の勢いが激し くあたる河川の屈曲部
の堤防が破壊され、流れ込んだ洪水流
により家屋が破壊 ・流失しました。福島
県内の阿武隈川沿いでは、白川市内で
堀川との合流点等で堤 防が破壊され、
大きな洪水などにより、各地で浸水被
害が多発しました。
土砂被害は主に福島県南部の西郷村、
大信村を中心に発生しました。8月27
日早朝には、西郷村真船にある県の救
護施設 「からまつ荘」の裏山で発生し
た崩壊土砂が土石流化して流れ込んだ
ため、施設の住人5名が亡くなりまし
た。このほか、西郷村真船で 2 名、大
信村隅戸で 1名、岩代町で 1名が山崩
れにより亡くなっています。
なお、この調査の詳細結果について
は、今後の防災対策などに活かすため、
防災科学技術研究所の主要災害調査報
告書として取りまとめ、公表する予定
です。
（問い合わせ先：気象防災研究室）
洪水流によ り建物の半分が流失し
た家屋 （栃木県那須町砂の目地区、
那珂川支流余笹川）
福島県大信村隅戸地区の表層崩壊（死者1名）
